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２０年程前になりますが、ヨーロッパに教育視察研修に出かける機会がありました。訪問したそれぞ

れの国にその国ならではの良さがあり、教育面でも日本とは異なった考え方や施策等に驚くことが多々

ありました。また逆に、改めて我が国の教育の良さも強く感じたことを思い出します。その時に感じた

日本の教育面での良さの一つが「学校行事」でした。入学式等を始めとした儀式的な行事や運動会等の

スポーツイベント、また音楽に係わる行事や、遠足、見学旅行、宿泊研修、修学旅行などの校外での体

験的・集団的学習等々。季節を感じさせ、節目節目に子供たちの心と体を豊かに育む多様な学校行事が

日本にはあることを改めて誇りに感じたことでした。

ところが、このコロナ禍、多くの行事がこれまで通り実施することが難しく、中止や開催方法の変更

等を余儀なくされたことは、ご家庭の皆様もご承知の通りです。ただ、幸いなことに、この一月程は全

国的に感染状況が落ち着いたこともあり、２学期の大きな学校行事を予定通り実施することができてい

ます。本当にありがたいです。各行事の実施については、ご家庭の皆様にご理解・ご協力をいただいて

おりますことに心より感謝申し上げます。

６年生は、「益城中央小学校の顔」という自覚を持って最上級生として立派な態度で、長崎へ修学旅行

に行くことができました。また、５年生も初めての宿泊を伴う集団学習でしたが、協力することや自ら

進んで動くことなど、次を担う本校のリーダーとして大切なことを学んで帰ってきました。その他、そ

れぞれのクラスで体験を伴った学習を行うことができています。下は、最近の主な行事等です。

本校では１１月を「学力充実月間」と位置づけ、各学級でこれまで学習した基礎的・基本的な学習内

容が確実に定着するよう、振り返りの学習を計画的に行うことにしています。苦手なことを確実に身に

付け、身に付いていることは更に伸ばしていけるよう全校で取り組んでいます。次から次に学習が進ん

でいく各学年のカリキュラムにおいて、不十分な理解を確実に定着させるには家庭学習の果たす役割は

極めて大きいと感じます。ご家庭でも、秋の夜長、家庭学習や読書活動など、子供たちの過ごし方にご

配意いただければ幸いです。お時間が許せば、九九を始め基礎的な計算や漢字など、一緒に学習する機

会を持っていただければ大変ありがたいです。また、親子読書もいいですね。

１１月は、本校の教育努力点「ひとみ きらきら」（確かな学力の育成）を特に大事にした取組を進め

ていきたいと思います。ご家庭でのご協力もどうぞよろしくお願いいたします。

５年生宿泊研修 10 月 26･27 日 あしきた青少年の家

５年生稲刈り体験 10 月 22 日 ６年生修学旅行 11 月 1･2 日 長崎･佐賀

３年生総合（赤井等を探検) 10 月 20 日


